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箱根町総合計画審議会及びまち・ひと・しごと創生 

有識者会議第１回会議 会議録 

 

１．日 時 令和 5 年 11 月 2 日（木）午前 9 時 30 分～12 時 

２．場 所 本庁舎４階 第１～３会議室 

３．出席者【委 員】  

鈴木潔、橋口裕子、鈴木茂男、豊吉宏章、田中一之、 

諸星治哉、田中啓、清水裕、鈴木恵美 

【箱根町】 

勝俣町長、石川企画観光部長、関田企画課長、 

松島企画課副課長、杉山企画課企画係長、 

上田主任主事 

４．内 容 

 １ 委員委嘱式 

 

 ２ 町長あいさつ 

 

 ３ 議 題 

 （１）会長選出及び会長職務代理者の指名について 

 （２）総合計画審議会委員及びまち・ひと・しごと創生有識者会議委員 

    の役割及び任期について 

 （３）会議の公開について 

 （４）第 6 次総合計画実施計画の進捗状況について 

（５）第 2 期箱根町まち・ひと・しごと創生総合戦略の進捗状況につい 

   て 

 （６）その他 

 

  

 

企画課長 

 

 

 

 

 

 

 

１ 委員委嘱式 

箱根町総合計画審議会及びまち・ひと・しごと創生有識者

会議委嘱式及び第１回会議を始めさせていただきます。 

はじめに委員の皆様へ委嘱状を交付させていただきます。

町長から委嘱状をお渡しします。お名前を順にお呼びいたし

ますので、その場でお立ちいただきお受け取りください。 

 

（町長から委員に委嘱状を交付） 
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２ 町長あいさつ 

次に、町長からご挨拶を申し上げます。 

 

皆さん、改めましておはようございます。 

本日はお忙しい中、ご出席いただきまして誠にありがとう

ございます。ただいま 9 名の方に、「総合計画審議会及びま

ち・ひと・しごと創生有識者会議」の委員を委嘱させていた

だきました。皆様には、日頃から町政全般にわたりまして、

それぞれの立場で深いご理解とご協力をいただいておりま

すこと、この場をお借りして御礼申し上げます。 

本町では、令和 4 年 3 月に第 6 次総合計画基本計画及び第

2 期まち・ひと・しごと創生総合戦略を一体的に策定し、さ

まざまな施策を推進しているところでございます。両計画

は、策定後の進捗管理についてもしっかりと取り組むことと

しておりますことから、今回改めて審議会及び有識者会議を

招集させていただき、進捗状況を確認しご意見を賜りたく、

お願い申し上げるものでございます。 

新型コロナウイルス感染症も今年度に入り、感染法上の位

置づけが 5 類に移行したことにより、約 3 年続きましたコロ

ナ対策は、新型コロナとの共生に向けた新たな段階に入りま

した。外国人観光客数が、コロナ禍前の水準にまで着実に回

復しつつあるなど明るい兆しがある一方で、世界的なインフ

レや円安の影響による物価高騰の先行きは見通すことが出

来ず、町民生活、町財政のいずれにおきましても、依然とし

て厳しい状況が続くことが懸念されます。交通混雑などコロ

ナ禍前からの問題に加えまして、デジタル化の急速な進展な

どへの対応が求められ、また特に宿泊・交通事業者に深刻な

人材不足といった新たな課題も顕著となっており、観光地箱

根を取り巻く環境はここ数年の間に大きく変化してきてお

ります。 

このような環境の変化に的確に対応しながら、町民や事業

者の皆様にとっては、「安心して暮らし、営める町」また、観

光客の皆様にとっては、魅力あふれる箱根を楽しみ、「何度

来ても良かった」と言ってもらえる観光地とするための施策

をこれまで以上に推進していくことは、本町が引き続き、日

本有数の観光地として持続していくためには、必要不可欠で

あると考えております。 

そのような状況にある中、将来像である「やすらぎとおも
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てなしのあふれる町－箱根」の実現に向け、より効果的に取

組を推進するために、皆さんに、時には厳しく、時には温か

いご意見、ご助言を賜りますよう、重ねてお願い申し上げる

次第でございます。 

本日は初めての会議でありますので、私の名前で召集させ

ていただきましたが、会長さんの互選をはじめ、多くの議題

がございますので、限られた時間ではありますが、よろしく

お願いいたします。 

以上、はなはだ簡単ではございますが、会議に先立ちまし

て、私の挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願い

いたします。 

 

次に町側職員の紹介をさせていただきます。 

 

(職員自己紹介) 

 

続いて委員の皆さんから自己紹介をお願いしたいと思い

ます。名簿の順に、鈴木様のほうからお願い出来ますでしょ

うか。よろしくお願いいたします。 

 

 （委員自己紹介） 

 

ありがとうございました。 

ここで申し訳ございませんが、町長は他の公務のため退席

をさせていただきます。ご了承ください。 

（町長退席） 

では会議の資料の確認をさせていただきたいと思います。

ここからの説明は、着座にて失礼いたします。資料は事前に

会議次第の他に、資料の１、右肩に番号振ってございますけ

れども、資料の１、資料の２の１から２－４まで、それから

資料の３、資料の４、それと音声認識議事録システムの使用

について、ということで資料番号は振ってございませんが、

Ａ４で１枚、こちらを送付させていただいております。直前

で申し訳ございませんでしたが、不足等はございませんか。

大丈夫でしょうか。 

ここで１点事務局のほうから資料について修正報告があ

りますので、よろしくお願いします。 
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それでは事務局からです。申し訳ございませんが、卓上に

資料３と資料４の方を置かせていただきました。一部罫線が

消えてしまっていたり、また、一部数字や年度が間違ってい

たりということで、申し訳ございませんが、差し替えをさせ

ていただきたいと思います。資料３に関しましては、１０２

ページまでを差し替えするために卓上に置かせていただい

ております。１０３ページ以降は、そのまま事前にお渡しし

た資料を使っていただいて、それ以前の部分を差し替えてい

ただければと思います。また、資料４に関しましては、全て

差し替えをしていただければと思います。大変申し訳ござい

ませんでした。 

 

続いてこの会議、皆様の前にございます音声認識システム

を使用しております。ちょっと説明が前後してしまい申し訳

ございませんが、会議中の発言の際は、下のグレーのボタン、

こちらを押していただくと、マイクの赤ランプのところにラ

ンプがつきますので、このような状態になったらご発言いた

だいて、発言が終わりましたら、再度ボタンを押していただ

くと、赤ランプが消えることになりますので、よろしくお願

いいたします。 

また、本会議については公開で行う事としておりますの

で、ご承知おきください。議事の進行につきましては資料の

２の２、総合計画審議会規則第４条第２項の規定、それから、

資料の２の３、まち・ひと・しごと創生有識者会議規則第４

条第２項によりまして、会長、座長が行うこととなっており

ますが、会長、座長選出までの間、私が進行役を務めさせて

いただきます。 

議題に入る前に、先ほど町長より委員の委嘱をさせていた

だきましたけれども、団体等からの推薦でご参画の方は、今

後役割が変われば、交代もあろうかと思いますけれども、基

本的には今日委嘱させて頂きました皆さん方で、本日から２

年間の任期ということになりますので、よろしくお願いをい

たします。 

それでは議題に入らせていただきます。 

次第にございます議題の（１）「会長選出及び会長職務代

理者の指名について」でございますが、初めに「会長の選出

について」を議題といたします。審議会規則第４条第１項で

会長は委員の互選によって定めるとなっております。また、
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有識者会議規則第４条第１項でも同じく座長は委員の互選

により選出するとなっております。互選の方法などにつきま

して、ご意見ある方はご発言をお願いしたいと思います。 

 

無いようですので、事務局から提案をさせていただいてよ

ろしいでしょうか。 

皆様、初顔合わせの方もいらっしゃいますので、事務局側

といたしましては、田中啓委員さんに会長、座長をお願いし

たいと思いますが、皆様いかがでしょうか。 

 

よろしいですか。はい。ありがとうございます。それでは

田中啓委員さんに会長、座長をお願いしたいと思います。 

それでは田中会長さんのほうから、ご挨拶をいただければ

と思います。よろしくお願いします。 

 

改めて、田中でございます。ご指名いただきましたので、

座長を務めさせていただきます。なるべく皆さんがご発言し

やすい、雰囲気あるいは運営を心がけて参りたいと思います

ので、皆様からぜひご自由にと言いますか、忌憚のないご意

見をいただければと思います。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 

ありがとうございました。それではこれからの議事進行に

つきましては、田中会長のほうにお願いしたいと思います。

よろしくお願いします。 

 

それでは、議題に移って参りたいと思います。 

まず議題１の２点目、会長職務代理の指名に入らせていた

だきたいと思います。 

第１のまた続きでございます。会長職務代理につきまして

は、審議会規則第４条第３項及び、有識者会議規則第４条第

３項に、会長、座長である会長が指名する委員ということに

なっているようです。職務代理につきましては、小田原箱根

商工会議所箱根支部長でいらっしゃいます、鈴木茂男委員に

お願いしたいと思います。 

よろしいでしょうか。それでは、鈴木委員さんからご挨拶

をいただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 
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はい。誠に僣越でございますが、ご指名をいただきました

ので、精いっぱい務めさせていただきます。よろしくお願い

いたします。 

 

ありがとうございました。万が一私が欠けた場合には、鈴

木茂男委員に代わりをお願いしたいと思います。 

続きまして、議題２の「総合計画審議会委員及びまち・ひ

と・しごと創生有識者会議委員の役割及び任期について」に

入らせていただきます。 

事務局から説明をお願いいたします。 

 

（２）総合計画審議会委員及びまち・ひと・しごと創生有

識者会議委員の役割及び任期について 

事務局から、資料２-２「箱根町総合計画審議会規則」及び

資料２-３「箱根町まち・ひと・しごと創生有識者会議規則」

を基に役割及び任期について説明した。 

 

はい。ただいま事務局から、委員の役割及び任期等につい

て説明がありました。ご質問などありましたらよろしくお願

いいたします。 

特に、よろしいでしょうか。 

はい。ありがとうございます。 

それでは議題３の「会議の公開について」入らせていただ

きます。 

事務局から説明をお願いいたします。 

 

（３）会議の公開について 

事務局から、資料２-４「箱根町附属機関等の会議の公開

に関する要綱」を基に会議の公開について説明した。 

 

はい、ありがとうございます。会議の公開について説明が

ありました。本日は、傍聴者はいらっしゃらないようですが、

公開をしているという事と、会議録ですね、会議録は、委員

の方のご発言は、お名前は出ない形「委員」ということで、

ご発言内容が会議録に記載されるということになりますか

ら、どの委員のご発言かは分からない形で、会議録として公

開されるということですね。はい。事務局側は名前が記載さ

れるのですか。 
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はい。 

 

ということのようです。このような形で会議を原則公開す

るということですが、ご異議ありませんでしょうか。 

 

それでは異議なしとお認めいただいたということにした

いと思います。 

それでは、第６次総合計画実施計画の進捗状況について入

らせていただきます。事務局から説明をお願いいたします。 

 

（４）第６次総合計画実施計画の進捗状況について 

事務局から、資料３を基に第６次総合計画実施計画の令和

４年度の施策別評価結果について説明した。 

 

はい、ご説明ありがとうございました。 

ただいま説明いただいたのは、第６次総合計画の後期基本

計画というものに含まれる、施策別の評価結果を示していた

だいたものです。後期基本計画が、令和４年度開始で令和８

年度までの５年計画となっており、今年度は５か年計画の２

年目に当たります。今回、令和４年度の評価結果とあるのは、

昨年度の結果、数字なり色々な事業を実施したものが確定し

ていて、データが得られていますから、それを基に評価をし

たということになります。それが、この１冊にまとまってい

るということで、今ご説明ありましたように施策が３６にな

っていますので、かなり膨大な内容の資料になっているとい

うことです。 

ちょっと私から確認ですが、この評価結果の資料の内容と

いうのは、役場のほうの内部で作られて、もうこれは確定し

たという理解でよろしいですか。あるいは、この場で色々な

委員の方の意見を聞いて修正する、と言う事を考えておられ

るのか、ちょっとその辺りを先に確認させてください。 

 

内部的な評価については、これで確定をしております。本

日、審議会の委員の皆さんにご報告しておりますが、色々な

ご意見がこれから出てくると思っておりますが、その頂いた

意見を付した形で公表していく、というように考えておりま

すので、これを修正するということはありませんが、「意見
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でこういうのがあったので次年度以降に生かします」など、

そのような公表をしていく事で、住民の理解を得ていきたい

と考えております。 

 

はい、分かりました。この冊子自体は修正しないけれども、

皆さんからいただいた意見等は、それに何か補足の資料を別

途作るようなイメージなのか、あるいはコメントとして記載

するという感じなのでしょうか。 

 

基本的にはコメントでご意見を紹介させていただいて、場

合によっては、何らかの補足資料が必要かもしれませんが、

その辺はまたご相談させてください。 

 

後は、この場で皆さんからご質問をいただいたり、ご発言

いただいたりした内容は、役場の所管課の方では、当然参考

にしていただけるということだと思います。 

細部にわたっておりますが、自由に疑問に思われた事ある

いは皆様のご意見等を伺えればと思います。 

どういうタイプのご発言の可能性があるかというと、純粋

に何か疑問に思われたことを尋ねていただくというのがあ

ります。また、評価について、「Ｂ評価としているが甘いので

はないか。」といったタイプの評価の仕方、あるいは判定に

ついてのご意見もあるでしょうし、後は、町が取組んでいる、

様々な施策や事業について、皆さんがお感じになった事であ

ったり、あるいは「こうしたらどうですか」といったご提案、

あるいは、特定の施策事業における状況について、何か疑問

に思うことがあれば、それを確認していただく事でも良いと

思います。それ以外でも、色々あるかと思いますがご自由に

ご発言いただければと思います。いかがでしょう。 

それでは委員お願いします。 

 

私からよろしいでしょうか。ちょっと分からない点があり

ますので教えてください。例えば５０ページの２の項目で目

標値が設定されていますが、５０ページもそうですが、６２

ページの施策「１８住環境の整備」の「空き家バンク登録件

数」の目標値が１００件になっています。この目標値という

のは、私が聞き逃したのかもしれませんが、どのように設定

しているのか、何かしらの根拠があって、設定値が出てきて
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いると思いますので、そこを確認させてください。 

 

ありがとうございます。目標値とは何か。それから目標指

標の設定の仕方についてですね。その辺りお願いします。 

 

目標値、昨今ですとＫＰＩというような言葉がよく出てき

ますけども、今回の総合計画後期基本計画は、計画年度の終

了時が令和８年度ですから、今ご指摘のあった６２ページの

目標「空き家バンクの登録件数」が計画の期間終了時点で、

１００件を目標にしたいということ記載しています。これま

での経年変化等過去の経過を見ながら、それらを踏まえた上

で漠然と１００ということではなく、令和８年度にあるべき

目指したい件数ということで、各所管課で十分検討した上で

掲げている目標となります。 

うまくご説明出来ませんでしたが、複数年のこれまでの事

業の経過などを鑑みた上での目標数値と設定ということで、

ご理解いただければと思います。 

 

根拠が少し曖昧と受け取りました。例えば、人口ビジョン

が掲げられているかと思いますが「箱根町として人口をどの

ぐらいまで増やしたいのか」ということを踏まえて、この空

き家バンクとしてはこのぐらい増やさなければということ

で、目標値を設定したという理屈があるのであれば、何か分

かるような気がしますが、もともと総合計画は１０年計画

で、前期５年後期５年でやっていると思いますけども、その

中で、どうのように持っていくかという根拠がないと。 

この空き家バンクに限らず、「ジオミュージアムの入場者

数も増やしていく」という数字が出ていますけれども、この

根拠がよくわかりません。 

全ての項目が同じように評価できるように数値（ＫＰＩ）

を作れると思いませんが、出来る限り根拠を示していただき

たいと思います。これでは、数値的には達成出来ているけれ

ど、実際は本来の成果が得られていないことから達成価値が

下がり残念なことになります。 

 

仰る通りです。ちょっと補足しますと、この冊子に出てい

る目標指標というのは、こちらの総合計画の中にあらかじめ
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盛り込まれているもので、今話題になっている、空き家バン

クのものは、この総合計画本体の冊子７７ページに出ている

ものです。現状値と目標値、８年度で１００件という数字は、

この計画をつくった段階であらかじめ入っておりまして、こ

の冊子自体は、町が原案を作って、この審議会の前身となる

会議で私も加わって審議をして「この内容でよい」というこ

とで認められている。しかし、今、委員おっしゃったように、

一つ一つの目標値の妥当性についてまで、細かくチェックは

出来ていません。多分、所管課毎に色々な考えで、それぞれ

の指標と目標値を置いていると思うので、所管課だったらも

う少し具体的な説明ができる可能性があります。 

全ての目標値について明確な根拠を求めるのはなかなか

難しいので、特にこういう空き家バンクの登録件数という指

標は結構重要だと思います。よって委員がご質問されたよう

に、重要な指標は、なぜこの目標値の水準にしたのかを説明

出来るようにしておくことが望ましいと思います。ただ、そ

れが明らかな形で説明されているわけではないという事で

す。 

それから、全般的に目標値の指標について「どうしてこの

水準にしたのか」ということを、改めて各所管課にきちんと

確認をして、それを何か資料にして欲しいという訳ではない

ですが、説明出来る状態にはしておく必要があると思いま

す。 

 

職員の方の丁寧な説明がありましたが、とてもフラットな

流れになっています。どの項目も、それぞれの担当部署の方

が懸命に取り組まれていると思いますが、全体的に見て、ど

の項目が今一番優先度が高いとか、重要なのかっていうとこ

ろが分からないのです。総合計画にも「重要目標」などとい

う言葉が入っていると思います。それが中心に出来ていると

思うのですが、優先順位が「これこれ」なので「これだけは

先にやらなければならない」ですとか、「重要度が高いので」

ということの話が説明に入っていなくて、どれもこれもフラ

ットに「達成出来ました」という説明だと、聞いていて焦点

がぼけてきます。すべて着手しなければならない案件だと思

いますが、特に重要ではないことを一生懸命やっているよう

な感じにも受取れるし、「もっと重要なことが有るのではな

いか」とも思ってしまいます。 



 箱根町総合計画審議会及びまち・ひと・しごと創生有識者会議第１回会議 会議録 

 

 
11/30 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長 

 

 

 

 

企画課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この優先度、重要度というのは、今もう既に評価の段階に

入っているので、今こんな事を申し上げても「何言ってるの

か」となってしまうと思いますが、この施策、計画を作る時

の話に戻ってしまうのかもしれませんけども、本当に重要な

もの、優先度が高いものに印をつけておくとか、これに一番

力を入れているとか、マークを付けた方が、非常に分かりや

すいと思います。重要度が低ければ、「これはちょっと後回

しにしています」で済んでしまう訳ですから。それに反論す

る人もいるかと思いますが、そういう選択と集中で、しっか

り表現していただけると、強弱をつけるというか、コントラ

ストとでも言うのか、そのようにしていただけるとありがた

い、というのが私の感想です。 

 

もう少し、減り張りが欲しいという事と、全体的な状況が

少し分かり難いですよね。「個々には進捗しているけど、全

体としてはどうなの」というのは、ちょっと見えて来ないと

いうね。その辺りは事務局としていかがですか。 

 

貴重なご意見いただきましてありがとうございます。我々

も今のご指摘を受けまして、確かにフラットに見えてしまう

と感じました。皆さんに総合計画書をお配りしていると思い

ますが、２０、２１ページをご覧いただけますでしょうか。 

ここは「後期基本計画総合計画の体系」を示していまして、

基本目標が六つあります。色々な施策がある中で、２１ペー

ジの右のところに、「重点施策」と緑に白抜きの文字で５つ

ほど掲げております。町としてはこの「防災力の強化」から

一番下の「持続可能なまちづくり」を重点施策として位置付

けているもので、これについては、特に組織横断的に、重点

的に取組みましょうというところで、各施策を展開している

ところです。 

したがいまして、先ほど委員さんからのご指摘について、

実施状況を報告する際には、この事業は「重点施策としてや

っているものです」等、そのような表現は当然あってしかる

べきですし、分かりやすい広報や公開、公表が求められてい

るところですので、次年度の状況報告の際には、そのような

ことを反映出来るようにしていきたいと思いますし、それ以

外にも、より分かりやすく伝わるような、報告を町民の皆さ
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んに出来るように、また色々ご意見賜ればというふうに考え

ております。ありがとうございます。 

 

はい。そういう意味では今、課長からもご発言ありました

が、今年度この資料については、これで確定となっています

が、次年度については「重点施策」の五つの括りについて、

そのようにお願いしたいと思います。別途、評価するような

ページが加わる事が望ましい、というふうに感じました。 

はい。委員、お願いいたします。 

 

少し感じたところを、大した質問ではありませんが。正直

これだけの事を同時にやられて、一定の成果も出されて、す

ごいなという感想です。これだけ多くのことをやられている

中で、今、説明を受けた、資料３の２２ページの「認定こど

も園」の目標指数の１と２、認定こども園の事と放課後児童

クラブの事で、既に基準となる「元年度」でゼロっていうも

のに対して、８年度の「目標値」についてもゼロという目標

となっています。正直現状維持を計画にしているのですが、

これだけたくさん課題があり、やることがある中で、敢えて

この指標について、今、目標達成出来ているものを令和８年

度でも全く同じ数値にしたというところについて、何か意図

みたいなものがあるのか若干疑問に思ったので質問をさせ

ていただきました。 

 

はい。その点いかがでしょうか。 

 

ここに記載の目標数値は、待機児童の捉え方を書いてあり

まして、令和元年度で待機児童、要は「入りたいのに入れな

いお子さんは居なかった」という現状が令和元年度にありま

した。これが令和８年度に、例えば１０人と目標を立ててし

まったとしたら、入りたくても入れない待機児童が１０人出

してしまうという事になるので、そうするとマイナスという

ことになってしまいますから、令和元年度に待機児童ゼロで

あったものを継続することで、待機児童をつくらないという

目標を掲げたもので、令和元年度と同様にそういう不満の出

ないように、そういうお子さん、ご家庭をつくらないという

目標を掲げたということになります。 
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すみません、ありがとうございます。 

現状維持を今後もやっていくっていう目標の下、こちら設

定されているという事ですね。ありがとうございました。 

 

現状維持をすることも、努力を要するという意味合いも込

められているのではないかと思うのですよね。油断するとこ

れが、何人も出てきてしまうという可能性もあるという事で

す。他にはいかがでしょうか。 

はい、委員お願いいたします。 

 

今、コロナ禍の影響で企業が廃業したりとか、色々経営は

大変だと思います。箱根町の全体的な流れはどうなのでしょ

うか。 

 

約３年におよび今も引き続き続いているコロナの影響で

すが、おかげさまで箱根町内に関しては、コロナが主原因で

廃業したという事業者さんは無いと認識しております。 

コロナの影響を受けている事業者さんを支援するために、

町は何度となく事業者さんの方に交付金等で支援してきま

した。そのような成果もあるのかなというように考えており

ます。 

後はコロナの感染法上の分類が５類に移行されたという

こともあり、お客様も徐々に戻ってきており、その戻ってき

ているトレンドも、やはり首都圏、東京に近いということで、

地方の観光地よりも早めに回復しているという状況もあり

ますので、今いい方向で進んでいるのかなと思っています。 

冒頭町長の挨拶にもありましたが、今戻ってきているお客

様を受け入れるだけの人材の確保だとか、そのような新たな

課題が出てきているといったところが、今の箱根町の状況で

はないかと考えております。 

 

町の収益というか収支、箱根町は、昭和の最後だったか平

成の初めに条例で入湯税をやりましたよね。やはりこのＳＤ

Ｇｓ、持続可能な収入源ということも、考えていかなければ

ならないと思います。今の収支はコロナでどうなっています

か。 
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決して楽だという状況では無くて、この会議とは別に「町

の財源を考える会議」という組織体も作りまして、今後に向

けて新たな財源確保について検討しないと、町の財政がうま

く回らない状況になってしまいますので、その辺のところは

十分慎重にやっていきたいと考えております。 

 

これからもやはり政策を作っている間に町がヘタってし

まえば、住んでいる町民の方とか、会社も駄目になってしま

うので。 

箱根は戦後すごく大手が投資してくれて、色々な施設があ

ります。そのような財産をうまく生かして政策を作って頂け

ればと思います。以上です。 

 

はい、ありがとうございました。他にはいかがでしょうか。

委員どうぞ。 

 

こういう機会でないとなかなか言えないので。本題から外

れた発言で申し訳ないのですけれど、ここに、箱根町のホー

ムページの中に、この総合計画の基になる町民アンケートと

いうものが令和２年度にやっていて、実はこの年に私は移住

してきました。移住して来て突然アンケートが来たのです

が、まだ日にちが経ってなかったので、分かる範囲で答えま

した。この中のアンケートを見ると、皆さんこの資料はお手

元に無いと思いますが、「定住意向について」というタイト

ルがあるのですが、定住意向で、住み続けたい４６．８％、

町外に移りたい２７．１％というのがあるのです。「町外に

移りたい」という理由が、１ページ分、重なって色々同じこ

とを言っているページがあります。 

アンケートの１７ページにあるのですが、ここでは「大手

スーパーが無い」とか「交通渋滞がある」とか、そのよう

な生の声がここにあります。 

ワークショップも同じ時期に多分やられていて、意見がま

とめられています。星槎大学とか、各団体の情報とかもあっ

たと思います。その中で、そういった意見が後期総合計画の

中にしっかり入っているかどうか、ちょっと疑問に思いまし

て。蒸し返すようで恐縮ですが、要するに、生の声を聞くと

ストレートに分かるのです。「未だに渋滞解消が出来てな

い」、「どこまでやってるのか」とか、「買い物が不便」、「利便
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性がない」というのは元々言われている事なのですが、その

内容が総合計画にしっかりと、反映されていないようなので

残念です。 

「町民の生活環境」など、別な表現はあるものの、別の言

葉になっています。交通渋滞というのも「交通渋滞」と書か

れていたか、ちょっと記憶にないですが「交通網に関して整

備をしていく」とかの表現にとどまっていて、それだとどの

ような進捗であるかわかりません。町民の声が上がっている

のであれば、まず１番大事なのは「町民の暮らし」で、我々

自身が箱根は暮らしやすい町であると感じていないと、「箱

根に移住してください」と自信を持って言えないと思いま

す。言い換えれば、移住・企業誘致などの施策をする前に住

みやすい町づくりの実現が必要だと思います。 

移住してくる人は、箱根の自然やそういう環境が好きだか

ら、移住して来ると思います。「買い物は困ってはいないけ

ど便利とは言えない」「医療機関も満足できると言えない」

と言ったら、移住してくる人は少ないと思います。 

そこの部分がこの総合計画にはフラットになっているた

め、目立たないというか、埋もれてしまっていると感じます。 

渋滞についても、もう何十年の前から課題となっています

が、解消できていません。渋滞問題専門プロジェクトチーム

があっても良いと思います。買い物については、例えば大規

模な「箱根町市場」が町の真ん中にあって、その中にスーパ

ーマーケットがあって、御殿場とか小田原に行かなくてもそ

の中で通常の買い物が完結できるようになれば、暮らしの利

便性はかなり高くなると思っています。 

そこが１番のポイントになっているのではないかなと私

は思っています。私は移住年数が少ない、この時期だからこ

そ感じたことをそのまま言うことができると思っています。

今後箱根町に住み続けることによってより箱根町の事情を

知ることになると思いますが、このことは引き続き進言して

いきたいと思います。 

 

委員、お願いします。 

 

うちは新聞社なので、いろいろ箱根について私自身も４０

年ぐらい見て来ていますが、後でちょっと委員に発言をして
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いただきたいのですが、道路の問題について、道路は町では

造れません。はっきり言って国、県の力がないと。それで、

町が直接できるものではない。 

この箱根の魅力というのは山なのです。だから大変交通の

便も悪いし道についても。だから、それがデメリットになっ

てしまっているとこがあると思います。ちょっと委員、道路

のこと、国、県のことについて答えてください。お願いしま

す。 

 

道路の事についてということですが、道路は県の中でも所

管があり、県西地域県政総合センターではなく、県西土木事

務所が所管となります。 

箱根の交通渋滞については、町長が出席される会議などで

もよく話が出るのですが、やはり湯本駅前は、ものすごく渋

滞になってしまうとのことです。県では、仙石原と南足柄市

を繋いでいた林道を県道７３１号線、通称「箱根金太郎ライ

ン」とし、２０２１年４月２８日に開通しました。国道１号

の方に交通が集中しないよう、南足柄市の方に迂回が出来る

道路を整備したというのが、最近やったことです。 

ただ町長さんなどからよく話を聞くのは、いわゆる久野林

道と呼ばれる足柄幹線林道という林道があって、そちらの方

だと、宮城野から小田原市の方に、抜けることができ、そこ

が県道並みに整備されると有難いということです。それにつ

いては、林道としての整備を今後も続けていくということを

回答させていただいているところです。 

箱根町の方でも、いろいろと考えがあって提案をいただく

のですが、道路を整備するというのは、なかなか難しいとこ

ろがあるようです。 

私からこの場で「道路を整備してまいります。」などとい

う事は当然言えません。ただ、そういった道路整備について

の問題があるということは承知しています。箱根町さんの方

からもいろいろと意見をいただきますし、会議の度に要望が

出るところではあります。現状としてはそのような感じで

す。 

住民の方もかなり渋滞でお困りだと思うのですが、観光で

来られた方が、すごく箱根で楽しんだ後に、最後の最後湯本

のところで渋滞に巻き込まれてちょっと嫌な思いをしてし

まうというところは、勝俣町長も大変気にされているところ
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のようです。県や国が道路の関係で何が出来るのかというの

は、今後も話し合っていかなければいけないと考えます。 

 

全国的にそのようなことがあって、箱根だけという訳には

いかないですよね。 

 

そうだと思います。 

 

はい。委員。 

 

今の林道の件と金太郎ラインの件は、私も承知していま

す。林道が利用できるといいですね。今、冬季は閉鎖してい

るのかな、何か制限がかかるみたいで「通ってはいけないで

す」というふうに言われているので、今のところは通れない

ようですけれども。 

箱根町として、湯本の渋滞に関してデータをお持ちでしょ

うか。過去にされていると思いますが、データはありますか。

例えばあそこを通過するのに具体的にどういうことで渋滞

が起きているのかなど。 

 

過去には、町のお金を使って交通整理員を立てていたとか

そういう時代もありました。ただ小田急さんのほうの、事業

でペデストリアンデッキが出来て、出来る前と比べて横断歩

道が２本ぐらい少なくなったりなど、時代時代で交通渋滞に

も資するような取組というのはやってきているところでは

ありますけれども、根本的な解消というところには至ってな

いのが現状です。 

そういった、事象というかそれを長年の大きな課題という

ことで、様々な場面で指摘されています。ただ、現在も道路

行政を所管している都市整備課であったり、町民コミュニテ

ィーの部分を担う町民課が中心となって小田原警察それか

ら小田原土木センターと、渋滞解消緩和につながるにはどう

したらいいのかと、連携しながら休日のデータをとってみた

りとか、そういう動きは今まさにしているところです。 

 

この話題だけだと、ちょっと他の方のご提言が伺えなくな

ってしまうので。 
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今、道路について、色々ご意見とか状況説明ありました。

この評価書で言いますと５８ページから関連する「施策１７ 

道路・交通網の充実」なんですね。これはもちろん渋滞解消

だけではなくて、通常の道路の補修とか、そういうものも入

ってのことですが、６０ページでＡ評価となっている訳です

ね。ですから必要な整備はやるのですが、この５年間の期間

で渋滞を完全に解消する程の画期的な施策構成には、多分な

っていないと思うのですね。 

ですので、多分そういう問題は、この基本計画期間中は引

きずるのかなという気がしております。 

先ほど委員からご紹介いただいたアンケート調査ですけ

れども、この計画をつくる時、この前身の会議においても、

提出されて内容について委員も確認しているという事と、当

然町もその内容を踏まえた上で施策を立案している訳です

が、どうしても計画に盛り込む時は、さらりとした書き方に

なっていて、ちょっと切迫感に欠ける印象になると思うので

すね。ですから、その辺りはもう少し、減り張りを付けた書

き方とか、あるいは当然、書き方だけでは無くて、やはり取

り組む事が必要なので、それをどのようにしていくかを今後

考えていく必要があると思いますが、永遠と言ってはあれで

すけども、本当にかなり長期的な課題で、ネックとなってい

ますよね。 

あと今までの審議会で、箱根町の「弱いね」や「問題だね」

というものは、医療機関の問題ですね。また教育面で「子供

さんが大きくなると少し不安がある」とか、そういうご意見

は出ていたような気がいたします。その他にいかがでしょう

か。 

 

ちょっと評価のほうで、一般的な話として伺いたいのです

が、施策の進捗状況をＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄで表されていて「総合

的に評価しています」という事ですが、これは、この評価の

さらに下の階層みたいなもので、観点別評価のようなものが

あって、定量的というか点数化して評価を付けているのか、

または、総合的ということなので、例えば何人かの方が見て、

「これはＡだね」とか「これだとＢだね」とか、そういった

形で決められているのかというのを教えてもらいたいなと

思います。 
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その点私も気になりました。お願いいたします。 

 

評価の部分ですが、まずは各課が個々の事業について、ど

のような内容だったか報告が出てきて、その結果について、

全部の事業を集め「この事業はここの部で」というように割

り振りが予め設定されているので、その結果が上がってきた

ものを、各部の部長が見て、個々の取組だけではなくて、事

業全体、その枠として見た場合に、進捗はどうだったのかと

いうような観点から、評定をしているものです。 

ですので、個々の積み上げがあって何点以上はＡ、Ｂとか、

そういう評価の仕方はしてないです。 

 

そこはこのデータを使った評価が今回初めてなので、今後

改善していただきたいと思いますが、Ａ、Ｂ、Ｃの区分、Ｄ

も含めてなんですが、なぜそう判定したのかというのが、記

述内容だけ見ると、余り区別出来ないです。 

ＡとＢの判定が付いているものを見ても、「何でＡなのだ

ろう」「何でＢなのだろう」というのと、あとＣ、Ｄが付いた

評価はゼロでした。この状況ですと、今後、施策について所

管の部長さん等がＣ評価、Ｄ評価が付け辛くなるので、ある

意味少し厳しく、企画の方でチェックしていただいて、記述

内容を見たら「Ｃではないか」というように、差戻しをして、

根拠が無かったら「やっぱりＣではないの」と、あるいは「せ

いぜいＢではないの」といったやりとりをする必要があるの

と、あと、今後の方向性についても１、２、３、４について、

ちょっと１と２の違いとか、あるいは、２と３の違いもちょ

っと明確でなくて、３と４についても、差がほとんどないで

すよね。でも１と２で全部良いのかということなのですよ

ね。だから、何も変えないっていうことですね、基本的に１

と２であると。 

その辺りはもう少し厳格にするようにしていただきたい

と思います。 

他にはいかがでしょうか。はいどうぞ。 

 

先程はありがとうございました。あと個別の所で１点伺い

ます。資料３の３８ページ「学校教育の充実」で、この目標

指標の中に、小・中学校の児童・生徒の読書量の話が出てき
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ていますけれども、最初の令和元年度の６２．６％が発射台

になっていて、現在３５．３％になっています。目標として

は７０％となっているのですが、半分くらいになってしまっ

ています。 

どういう方法で調査しているのかは分かりませんが、コロ

ナ禍で、なかなか外に出ることが出来なくて、子どもたちも

家にいる時間が長かったのではと想像します。そのような状

況で読書の時間というのは、むしろ増えるのではないか、増

やすチャンスだったのではないかと感じたのですが、それが

半分になってしまったというのは、例えば何か読書ではな

く、家にいる時間、ゲームとかテレビの方にいってしまった

などということがあるのでしょうか。 

もし分かれば教えてください。 

 

予想されるのは、例えば図書館に行ったり、書店に行った

りという機会がかなり限定されたっていうことが、影響して

いる可能性はありますよね。 

でもおっしゃるとおり、家に本があったらたっぷり読む時

間があったと思われますが、その辺り委員、何か状況とか聞

いていらっしゃらないですか。 

 

私は、約 7 年前、箱根町の小学校に勤務していましたが、

その当時は子供の読書量が少ないという状況がありました。

そこで、教育委員会を中心に小・中学校で、子ども図書銀行

など、色々な施策を考えて「子供たちに読書の機会を増やそ

う」ということに力を入れた取り組みを継続してやってきま

した。その結果、日常的に読書をする児童の割合が大幅に増

加して定着してきました。 

今回、全国の学力学習状況調査の「児童生活アンケート」

にある、読書量の数値を見ると、最近やや少なくなっている

ことは、私も感じていました。 

しかし、箱根町移動図書館「きつつき号」や、また各小・

中学校でも、いろいろな読書推進の取り組みをやっており、

ちょっと意識して各学校の教員が取り組むことで変わって

くるのでは、と思っています。 

また、今ちょうど３８ページ開けており、その３番目にあ

る目標指数の「子供の自尊感情」については、箱根町のよう

に、高い数値が出ているところはなく、私は素晴らしいこと
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だと思っています。子供たちが、色々な関わりの中で、自分

が大切にされていると感じていることの証明だと思います。

この数字は箱根に住んでいる子供たちの大きな特徴だとい

えると思います。 

「若者定住を目指す」という町の重点項目がありますが、

これは、教育の分野でアピールできる点であると思います。 

また、給食の無償化、土曜塾といって塾に行かなくても無

償で町がやっている学習支援等、様々な町としての手厚い取

り組みがあります。これも若者へアピールできる点だなと思

いながら、ご説明を聞いていました。 

 

そうですね。そういう意味で指標の成果分析のところも学

校だけではなくて、家庭教育といった家庭での協力が必要で

すとなっているのかなと思いました。 

今、委員から箱根町の子どもたちの自尊感情は高いですと

いう事を教えていただいたのですが、元々、元年度６５％と

いう高い数値であり、その８年後の目標が７０％という数字

になっているのは、先程、委員も仰ってましたが、目標設定

としては、もう少し頑張って高くしてもよかったのではなか

ったかと思いました。あと先程の評定の話に戻ってしまうの

ですが、私は元年度６２．６％で、３５．３％になったとい

うのは、かなり減ってしまったという感じがするのですが、

そのような中にあってＡの評価が付いています。 

数少ない全体で８個あるうちのＡの評価がここで付いて

いるのですが、これはＢくらいが妥当なのではないかと思い

ました。その辺は、先ほど教えていただいたとおり、積み上

げ方式ではなくて、総合的、定性的、そういった形で評価さ

れているということなので、特にその評価を直してほしいと

いう事では無いです。 

すみません、感想的なことを申し上げました。いろいろあ

りがとうございました。 

 

委員のご指摘のとおりで、ちょっと違和感あるのですね。

書かれている事や指標の実績と評価の判定の区分ですね。 

ただ多分、所管課ではどちらかというと事業毎の実施状況

を見て、全体的に計画通り進捗していたら「上手く行ってい

る」ということで、ＡないしＢを付けているということで、
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我々が思っているほど、目標指標の達成状況を、それに直結

させようとはしていないような、そういうところが見て取れ

ます。 

もちろん直結する必要はないのですが、ただ、ここに書か

れている事とちょっと判定のズレが大きいように感じるの

は余りよくないと思うので、その辺りは次年度以降、訂正・

修正していただきたいと思います。 

この議題で少し予定よりも時間がオーバーしているので

すが、あと何かもしございましたら。 

はい、委員。 

 

今と同じ視点なのですが、総合計画の１４５ページに戦略

目標、これは「まち・ひと・しごと創生総合戦略」ですね。

１４５ページの右下のところで、１、２、３とありますけれ

ど３番目に「買い物環境に不便と感じる割合」という項目が

あるのですが、現状が８５％の人が不便であるということを

感じているという意味だと思います。 

しかし目標値が７０あれば良いのかというと、「利便性の

向上を図る」と書いてあるのですけれど、７０で満足出来る

のかというと、違和感を感じます。例えば、１０％１割の人

が不便を感じるぐらいにするべきですよね。７０では、ほと

んどの人が不便だということなので、これは何か間違えてい

るのではないかという位の数値、目標値になっていると思い

ます。この辺は見直していただければと思います。以上です。 

 

この目標設定について何か記憶とかありますか。私は余り

ないのですが。 

 

今言われた１４５ページの目標設定部分は、町民アンケー

トの割合ですが、令和２年度のアンケートの時点では、不満

に感じている人がこの位いたので、それを解消していかなけ

ればいけないと。これが、もちろんゼロになる事が理想です

が、令和８年度までの期間という中では、少なくとも１割程

度ですけども減らしていこうよと、不満をどう解消していこ

うか、ということを目標にさせて頂いているというところで

す。 

この数字を見て「物足りない」とか「消極的だ」というご

指摘はごもっともかもしれませんが、我々の意図としては、
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７０まで達成できればもう達成だということは決して無く

て、もちろんこれをゼロにしていきたいという気持ちはある

中で、今回掲げた目標は７０という数字となっているという

ことでございます。 

 

町が考える現実的なレベルの目標値設定になっていると

いう事だろうと思いますが、目標レベルが７０だろうと６０

であっても努力はしていただいて、目標値に近づいたら、そ

の目標値をさらに更新していくということはして頂いて構

わないと思いますので、そういうことは、していただきたい

と思います。 

はい。よろしいでしょうか。 

 

また、アンケートの件で意見を言っておきたいのですが、

アンケートの中の１０ページの中に「満足度＜項目別＞」と

いうことで「必要最低限の衣食住（食べ物や住む所等）」に関

して、「満足している」「あまり満足していない」というアン

ケートですね。 

ここで、気になったのは「必要最低限の衣食住」、箱根町と

いうのは何か「必要最低限のこと」を求めている地域なので

すかと私は思ってしまいました。これ単純に、「衣食住に関

しては、利便性がありますか」という普通の質問であったら

良いと思うのですが、「必要最低限」昭和の初め頃の時代で

あったら「必要最低限皆さん出来ていますか」と質問アンケ

ートを取ることが出来ると思うのですが、これ数年前にとっ

たアンケートで、箱根町の人に失礼ではないのかなと思うの

です。 

日本全国で敢えて「必要最低限の衣食住」という質問をす

ると、「必要最低限は出来ていますよ」という話になってし

まいます。必要最低限というのは、ほとんどの人がそれなり

に出来ているのでは無いかと思いますので、それよりも「利

便性はどうですか」というような質問にすれば、これはかな

り低くなると思います。 

これ必要最低限だと「十分満足している」「ある程度満足

している」だけを足すと７、８０％近く行ってしまいます。

でも「利便性ありますか」と言ったら、もしかするとせいぜ

い２０％ぐらいかもしれない。そういうことだと思います。 
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質問の仕方によってこれ全然違ってしまうし、「必要最低

限」というのは、アンケートとして取ってもいいですけど、

それ以外に「利便性があるのか」という質問のほうが良かっ

たなと思いました。 

 

はい、何かありますか。 

 

改めて、今ご指摘の部分聞いていると、確かに適切という

か、アンケートとして余り使わない表現なのかなと。そこは

大いに反省すべき点だと思いますので、次回また次期の総合

計画策定の際のアンケート、あるいは他の色々な計画があり

ますけども、そういった施策展開の際には、質問の内容、表

現の仕方について注意しながら対処していきたいと思いま

す。ありがとうございます。 

 

それではですね、少し時間が超過いたしましたので、申し

訳ないのですがこの議題は以上とさせていただきたいと思

います。 

何かを決めるということではなくて、この評価結果をご覧

になって色々ご意見をいただいたということになります。あ

りがとうございました。 

それではですね、次になります。議題５「第２期箱根町ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略の進捗状況」について、事務

局から説明をお願いいたします。 

 

（５）第２期箱根町まち・ひと・しごと創生総合戦略の進

捗状況について 

事務局から、資料４を基に第２期箱根町まち・ひと・しご

と創生総合戦略の令和４年度の評価結果について説明した。 

 

はい、ありがとうございました。「まち・ひと・しごと創生

総合戦略」の、やはり令和４年度の評価結果を説明いただき

ました。 

この取り組んでいる施策自体は、総合計画の中に盛り込ま

れているものなのですが、そのうち、人口減少対策に関わる

ような物だけを取り出して、それを「まち・ひと・しごと創

生総合戦略」と呼んで、評価をしているということになりま

す。 



 箱根町総合計画審議会及びまち・ひと・しごと創生有識者会議第１回会議 会議録 

 

 
25/30 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長 

 

企画課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なぜそういうことをするか。従来は、別々の計画として作

っていたのですが、第６次総合計画後期基本計画から一つに

したのですが、今日なぜ別々に出てきたかというと、この「ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略」というのは国の政策の枠組

みがありまして、この総合戦略を作って実施をした自治体に

対しては、交付金が配布されるという、そういう仕掛けにな

っているので、別扱いになっているということです。 

残り時間が１０分程度なのですが、今の説明内容につきま

してご質問あるいはご意見等いただければと思います。 

 

先ほど戦略に関して触れてしまったのですけれども、やは

りこれは総合計画と同じように優先順位がしっかり出来て

いることが大事だと思います。 

この戦略は素晴らしいと評価したいと思います。同じこと

を繰り返してしまいますが、暮らしやすい、住みやすいとい

う土台があることで、初めて、箱根をＰＲし易くもなるし、

出来るので、優先順位を付けて欲しいなと思います。 

私は人口ビジョン活性化に微力ながら協力していきたい

と思っています。 

 

その点はいかがですか、事務局は。 

 

先ほど総合計画の時にも、重点分野の部分を切り出して、

見せていく手法というか、そういうのが効果的ではないかと

いうことで、今後そのようにしていきたい、というお答えを

させていただきましたが、総合戦略の部分についても、おっ

しゃるとおりだと思います。 

保育園の部分とか、そういうのを切り出してＰＲしたり、

取り組みの成果として公表していくことは良いと思うので

すが、ただ、現状の整理の中では、そのようになってはいな

くて、戦略目標を四つ掲げた部分に、それぞれ保育園の部分

などが包含されているというような事で、町としては取りま

とめているものになります。 

この総合戦略についても、一度作ったら終わりということ

では決して無くて、次期総合計画も令和９年度からスタート

するので来年度以降、作業に着手する予定でありますし、そ

れと並行して総合戦略も、検討する時期ですので、今いただ
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いた意見を勘案しながら、より良い計画戦略となるよう努力

していきたいと考えています。 

 

この総合戦略というのが始まったのは１０年位前だった

でしょうか。人口減少がかなり進んできて影響が出てきたの

で、早期に対応しようということで、当初３年位の計画が標

準でした。 

３年位で重点的に対策をしてもらうために国がお金を配

り、ほぼ全自治体が作ってやったのです。だから元々は、短

期間で集中的にやる内容が含まれており、当初においては重

点化したものを載せていました。 

ただ現状を見ると「あれもこれも」になってしまっている

ので、委員おっしゃる事は、その通りだと思うんですね。だ

から、あとは始めた時点で国はずっと続けるかどうかは決め

ていなかったのです。それがずっと続いているという状況で

すので、これも永遠にやるというよりかは、ある一定期間ま

で重点的にやるものを中心に、そこに資金をつぎ込んで、効

果を出していくというタイプのものだと思いますので、そう

いうものとして捉えたほうが私は良いのではないかと思い

ます。 

いずれにしても今、その位置付けが少し曖昧になっている

というので、ご指摘いただいたと思います。ありがとうござ

います。 

その意味では即効性が高い事業とか施策が比較的盛り込

まれているということは言えると思うのですね。 

はい、その他いかがでしょうか。委員。 

 

この総合計画を見たときに、すごいなと思いました。この

通り出来たらすばらしい社会が、箱根町ができるなと思いま

した。総合計画と人口ビジョン戦略も私は高く評価したいと

思います。一番すごいと思ったのは、ＤＭＯがすごいと思い

ました。 

プロジェクトチームを作って、それぞれが官・民・町民、

全部力を合わせて動いているではないですか。あれは、中々

出来る事ではないのに、それをやっているおかげで、成果が

出ていると思っています。 

そこにも確か渋滞の件が出てきているのですが、ハードと

ソフトに分かれていて、やり易いのはソフトだから、ソフト
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からやりましょうと。例えば、大涌谷の渋滞に関して見れば、

姥子や早雲山に駐車場があるから、あれはパークアンドライ

ドとかいう表現していましたね。これをやるなど、施策とし

て丁寧にやっているなど、すごいと思いました。 

そのプロジェクトチームというやり方を、ＤＭＯに限らず

官民町民一体となって、この総合計画の中の一部にも取り入

れられないかなと思っているのです。行政だから本来は職員

の皆さんがやることだと思うのですが、その辺はもっと協力

して、審議会というのはそれの一部だとは思いますけれど

も、ＤＭＯのように取り入れられたら、もう少し進みやすい

のかなというふうに思っています。国とか県とか、環境省の

担当が含まれれば、ＤＭＯも確かそうですよね。全部入って

いると思いますので。そういうことで進めると、渋滞も買い

物なども、どんどん進んでいくのかなと。 

プロジェクトというのは目標に向かってどんどん進んで

いく、計画と実行、同じ担当の人がやるわけですよ。プロジ

ェクトですからね。箱根町では審議会が、行政とか都市計画

とかあると思いますが、その中で計画を立てる人、行政で実

行する人、それがまた回り回って PDCA ですね、それも一つ

のやり方だと思いますが、プロジェクトチームとなると、一

人の人が全て最初から最後まで責任を持つみたいな形で見

ていくので逃げられないので、「これ私が考えたのではな

い」、「知らない」、「私はここだけをやればいい」という発想

にならないと思います。 

ということでプロジェクトチームみたいな発想で動ける

ような流れが出来たら良いのかなと思うのです。私は知識が

ないので、勝手なことを言っていますけれど。それが実現で

きるかどうか、まだ検証している訳ではなく発言しているの

ですが、そうなったらいいなという意見です。 

 

役場以外の人も参加してもらって、こういうものにどんど

ん、ぜひ委員にもそういう旗振りとかやっていただけるとい

いのではないかと思いますけれどもね。何か事務局からコメ

ントありますか。 

 

官民連携の力が大きな「まちづくり」の力になるというご

意見だと思いますが、まさにその通りだと思って色々な部分
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で取組を始めているところです。 

総合計画の１１７ページをご覧いただきたいのですが、基

本目標六つある中の６番目「行政の効率的経営と官民連携」

「官民協働」「体制の強化」というところで、施策の３３「協

働のまちづくりの推進」ということで、総合計画の中でも官

民連携の大切さについては掲げているところです。 

委員さんからご指摘のあった箱根ＤＭＯの取組なのです

が、おっしゃるとおり色々なプロジェクトが、たしか今現在

で七つ八つほど稼働していると思います。交通プロジェクト

や防災プロジェクト、後は人材育成プロジェクトとかが始ま

っています。 

ＤＭＯというと、とかく「観光セクション」の事かなと、

基本はそうなのですが、ただ観光課だけが関わっていれば良

いという事では決して無くて、町役場とＤＭＯの関係でいえ

ば、観光課が窓口というか中心にはなっているものの、道路

関係は都市整備課であったり、総務防災課、防災対策室であ

ったり、もちろん私ども企画課、環境課とか、それぞれのプ

ロジェクトに関係のある所管課が、メンバーとしてそれぞれ

入っていて、官民連携で色々なアイデアを出し合いながら

色々な取組を進めている所です。 

ですので、総合計画の各施策についても必要に応じてＤＭ

Ｏというのが前面に出てきている施策もありますし、官民連

携の大切さというのは十分認識した上で、今後も強めて取り

組んでいきたいと考えております。 

 

是非、そういう手法もご検討いただきたいと思いますし、

住民の方とか民間サイドからも役場のほうに呼びかけとい

いますかそういうことも積極的にやっていただけると、よろ

しいかなと思います。そろそろ１２時になりますけれども、

後いかがでしょうか。もしありましたら。 

よろしいでしょうか。 

こちらも評価結果について、コメントいただくという形で

すので、何かが決まるということでありません。ただ、ご発

言いただいたご意見等は役場のほうで参考にしていただき

たいと思います。 

ちょっと時間が押してしまいましたけれども、以上で５番

目の議題まで終わりました。 

最後６その他の議題がございますが、皆さんから何か、も
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委 員 

 

 

企画課副課長 

 

 

委 員 

 

 

会 長 

 

 

 

 

しありましたら、あるいは何か気になること、あるいはご質

問等でも結構ですが、ありましたらお願いします。 

はい。委員どうぞ。 

 

議題と全く関係ないのですけど、本日の議事録とかは、後

日ホームページで掲載されるという事だと思うのですけど、

いつ頃ホームページのほうに載ってくるのでしょうか。 

 

そのスケジュールをお願いします。 

 

ホームページにおきましては基本この後、皆様のご意見、

今回の議事録を作成した上で一旦、皆様にお渡しして、この

発言内容でよろしいかどうか確認をしていただきます。 

それを確認した後に、再度内部で調整をした上で公表して

いくことになりますので、年末から年明け位になろうかと思

いますけれども、そのぐらいにはホームページのほうに掲載

していきたいと考えております。 

 

ありがとうございます。一旦出来上がったものを見せてい

ただいてというところですよね。 

 

はい、その通りでございます。 

 

見せてもらうのは、どれぐらいのスケジュールになりそう

ですか。 

 

なるべく早めにしたいと思っておりますが、1 か月以内に

はお渡ししたいと思っています。 

 

そうですか、分かりました。すみません細かくて。 

お願いします。 

 

時々、誤字脱字があったりとかですね、あるいはちょっと、

意図と違うような書き方になっていることも、可能性として

ありますので、一応、お手元に届きましたらご確認いただけ

るとよろしいかなと思います。その他よろしいですか。 

はい、委員。 
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審議会の今後の予定について教えてください 

 

運営についてですので、事務局からお願いいたします。 

 

今年度に関しましては、本日の１回のみとなります。来年

度も大体１０月の同じ位か、もう少し早い時期に、同じよう

な形で令和５年度の評価をしていただくことになります。 

その後、第７次総合計画というのが先ほど課長も申し上げ

ましたけれども、令和９年４月から開始する１０年間の計画

が立てることになっておりまして、２か年位で計画を策定す

る予定となっております。ですので令和７年度当初ぐらいか

ら８年度の２か年で、第７次総合計画と第３期総合戦略のほ

うを策定していくことになろうかと思います。 

委員さんの任期が令和７年の１１月１日までとなってお

りますので、それまでに審議会が開催される事があるようで

したら、よろしくお願いしたいと思いますし、交代となる可

能性もございます。 

 

皆さん方、私も含めて任期が２年ですので、２年の中で今

日が１回目で、来年度１回ということで、２回この会議が確

実に予定されていると。それ以外に、何か臨時的なことが発

生したら、また集まっていただくという可能性はなくはない

のですが、今イベントが想定されていないと。 

２年たった次の任期は、委員の方が変わる可能性がありま

すが、次の第７次の総合計画の策定をこの審議会が行うとい

うことになるか、皆さんが関わるかどうかちょっと今、まだ

決まっていないということになります。 

後はいかがでしょうか。 

それではその他、運営方法について主にご質問いただきま

したので、以上で終了したいと思います。 

議事につきましては全て終わりましたので、進行を事務局

にお返ししたいと思います。 

 

長時間に渡りご審議ありがとうございました。以上で箱根

町総合計画審議会及びまち・ひと・しごと有識者会議を終了

させていただきたいと思います。 

どうもありがとうございました。 

 


